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（
前
項
よ
り
）

　
戦
後
日
本
は
連
合
政
権
を
四
度
経
験
し
た
が
、
こ
の
最
小
勝
利
連
合
政
権
に
該
当
す
る
の
は
そ
の
う
ち
一
度
だ
け
で
あ
る
。
一
九
四
六

年
五
月
二
二
日
に
成
立
し
た
第
一
次
吉
田
内
閣
で
あ
る
。
四
六
年
目
月
一
〇
日
に
行
わ
れ
た
第
二
二
回
総
選
挙
（
戦
後
第
一
回
総
選
挙
）

で
自
由
党
は
第
一
党
に
な
っ
た
も
の
の
、
獲
得
議
席
数
は
僅
か
一
四
一
で
三
分
の
一
に
も
達
し
な
か
っ
た
（
当
選
者
数
四
六
四
、
議
席
占

有
率
三
〇
・
四
％
）
。
終
戦
直
後
期
の
混
乱
を
反
映
し
て
、
政
権
形
成
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
工
作
・
策
謀
が
展
開
さ
れ
た
後
、
最
終
的

に
、
吉
田
茂
に
政
権
が
回
っ
て
き
た
時
、
一
松
定
吉
（
逓
信
大
臣
）
、
斉
藤
隆
夫
（
国
務
大
臣
）
な
ど
進
歩
党
議
員
を
数
名
入
閣
さ
せ
、

自
由
、
進
歩
両
党
を
基
礎
に
し
た
保
守
連
合
政
権
の
形
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
進
歩
党
の
衆
議
院
議
席
数
は
九
三
で
あ
っ
た
か
ら
、
与
党

の
議
会
内
議
席
は
合
計
で
二
一
二
四
と
な
り
、
議
席
占
有
率
五
〇
・
四
％
の
典
型
的
な
最
小
勝
利
二
党
連
合
政
権
と
な
っ
た
（
詳
し
く
は
5

「
戦
後
日
本
の
連
合
政
権
史
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
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E
過
大
規
模
連
合
政
権

　
こ
の
政
権
は
、
連
合
か
ら
排
除
し
て
も
議
会
内
過
半
数
を
確
保
す
る
上
で
別
段
支
障
の
な
い
政
党
、
つ
ま
り
、
〈
余
分
な
党
V
を
、
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

な
く
と
も
一
つ
閣
内
に
含
ん
で
い
る
政
権
で
あ
る
（
連
合
形
成
地
位
が
、
V
窓
芝
○
）
。
〈
余
分
な
党
〉
の
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、

ま
た
、
そ
の
現
有
勢
力
（
法
案
票
決
力
）
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
政
権
連
合
の
規
模
は
そ
れ
だ
け
一
層
過
大
に
な
る
。

　
政
党
政
治
の
世
界
で
は
、
数
学
的
に
は
余
分
で
あ
る
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
政
権
形
成
・
運
営
上
ど
う
し
て
も
そ
の
余
分
な
党
が
必
要

で
あ
る
時
が
あ
る
。
野
党
時
代
に
密
接
な
共
闘
関
係
を
結
ん
で
い
た
た
め
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
簡
単
に
切
断
で
き
な
い
こ
と
も
あ
ろ

う
。
ま
た
、
中
和
に
接
着
剤
政
党
を
入
れ
て
衝
撃
を
緩
和
し
な
け
れ
ぽ
、
政
党
間
距
離
を
短
縮
で
き
ず
、
従
っ
て
、
連
合
を
組
め
な
い
こ
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と
も
あ
ろ
う
。
過
大
規
模
連
合
政
権
は
ま
さ
に
、
そ
の
よ
う
な
政
治
算
術
の
所
産
で
あ
る
。

　
こ
の
タ
イ
プ
の
政
権
は
、
　
一
般
に
、
三
～
野
党
以
上
の
連
合
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
た
め
、
政
権
の
運
用
を
め
ぐ
っ
て
い
く
つ

か
の
問
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
ω
限
り
あ
る
閣
僚
ポ
ス
ト
を
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
間
で
公
平
に
配
分
す
る
作
業
に
は
困
難
が
伴
な
う
。
〈
余
分
な
党
〉
を
閣
外
に
放
逐
す

れ
ば
、
閣
僚
配
分
率
が
高
ま
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
政
局
運
営
に
行
き
詰
ま
っ
た
り
、
意
見
が
食
い
違
っ
た
時
な
ど
に
、
い
ず
れ
、

閣
内
政
党
が
不
満
の
声
を
挙
げ
る
可
能
性
が
大
き
い
。

　
㈹
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
距
離
が
（
必
然
的
に
、
そ
し
て
不
必
要
に
）
大
き
く
な
る
の
で
、
「
原
理
の
腐
食
」
、
「
思
想
的

・
政
策
的
一
貫
性
の
欠
如
」
を
理
由
に
、
閣
内
不
統
一
を
演
出
す
る
政
党
が
生
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
指
向

の
強
い
政
党
や
、
政
権
を
担
当
す
る
迄
は
遠
心
的
競
合
を
展
開
し
て
い
た
政
党
が
閣
内
に
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

隣
接
同
盟
型
連
合
よ
り
も
、
ブ
リ
ッ
ジ
型
連
合
政
権
の
場
合
の
ほ
う
が
、
閣
内
不
統
一
に
陥
る
可
能
性
は
大
き
い
。

　
㈹
議
会
運
営
は
、
あ
り
余
る
与
党
勢
力
を
背
景
に
し
て
い
る
た
め
、
連
合
パ
：
ト
ナ
ー
間
の
事
前
協
議
さ
え
す
め
ぽ
非
常
に
簡
単
で
あ

る
が
、
政
権
運
営
は
閣
内
交
渉
参
与
者
の
数
が
多
い
た
め
煩
項
に
な
る
。
〈
政
党
間
政
治
〉
の
み
な
ら
ず
く
政
党
内
政
治
〉
が
閣
内
交
渉

に
入
り
込
ん
で
く
る
。
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
の
一
角
が
、
政
党
内
政
治
の
激
化
、
つ
ま
り
政
権
離
脱
派
対
政
権
固
執
派
の
対
立
に
直
面
し

て
、
崩
れ
て
し
ま
い
、
過
大
規
模
連
合
が
予
想
さ
れ
た
ほ
ど
の
生
命
力
を
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
タ
イ
プ
の
政
権
は
「
政
党
政
治
の
寡
占
化
」
を
現
出
さ
せ
る
の
で
、
今
日
の
議
会
政
治
の
規
範
か
ら
す
れ
ば
の

ぞ
ま
し
い
と
は
い
え
な
い
。
過
大
規
模
連
合
政
権
が
長
期
化
す
れ
ぽ
、
選
挙
は
大
政
翼
賛
型
選
挙
に
変
質
し
、
市
民
の
少
数
意
見
は
封
殺

さ
れ
る
。
野
党
は
無
力
化
し
、
有
効
な
威
嚇
力
を
失
な
っ
て
し
ま
う
。
真
の
対
抗
権
力
が
消
滅
し
て
し
ま
う
た
め
、
政
党
政
治
の
活
性
は
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図1：キージンガー大連合政権（1966～1969年）
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戦
後
の
典
型
的
な
事
例
は
西
ド
イ
ツ
に
あ
る
。

る
。
こ
の
内
閣
は
、

党
と
す
る
大
連
合
政
権
で
、

党
に
し
て
、

閣 僚　　数

低
下
す
る
。
議
会
は
政
府
の
い
う
が
ま
ま
に
法
案
を
通
過
さ
せ
る
だ
け
の
無
力

な
承
認
機
関
に
な
っ
て
し
ま
い
、
議
会
政
治
の
精
神
は
死
滅
し
て
し
ま
う
。
政

党
間
競
合
の
場
が
議
会
か
ら
内
閣
に
移
転
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
タ
イ
プ
の
政
権
を
経
験
し
た
国
と
し
て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
日
本
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
過
大
規
模
連
合
政
権
は
、
そ
れ
が
生
れ
る
時
間
的
背
景
と
そ
の
政
権
に
期
待

さ
れ
て
い
る
性
格
か
ら
、
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
で
き
る
。

　
P
⑧
《
平
時
・
大
連
合
政
権
》

　
こ
れ
は
、
純
粋
に
政
党
戦
略
上
の
必
要
か
ら
、
議
会
政
治
の
行
き
詰
ま
り
を

克
服
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
緊
急
の
政
治
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
平
時

に
組
織
さ
れ
る
過
大
規
模
連
合
政
権
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
六
年
か
ら
六
九
年
ま
で
政
権
を
担
当
し
た
キ
ー
ジ
ン
ガ
…
内
閣
が
そ
れ
で
あ

　
　
　
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
（
一
九
六
議
席
）
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
（
四
九
議
席
）
、
社
民
党
（
二
〇
二
議
席
）
を
与

　
　
　
　
　
　
閣
内
与
党
の
議
席
占
有
率
は
実
に
九
〇
・
一
％
で
あ
っ
た
。
議
席
数
わ
ず
か
四
九
議
席
の
自
由
民
主
党
を
野

巨
大
政
党
が
政
党
政
治
を
寡
占
し
た
の
で
あ
る
。
（
詳
し
く
は
西
ド
イ
ツ
の
連
合
政
権
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
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戦
後
日
本
も
三
度
、
こ
の
タ
イ
プ
の
過
大
規
模
連
合
政
権
を
経
験
し
た
。
一
九
四
七
年
五
月
二
四
日
に
成
立
し
た
片
山
内
閣
、
四
八
年

三
月
一
〇
日
に
成
立
し
た
芦
田
内
閣
、
お
よ
び
、
四
九
年
二
月
一
六
日
に
成
立
し
た
第
三
次
吉
田
内
閣
で
あ
る
。
片
山
内
閣
と
芦
田
内
閣

は
、
社
会
党
（
一
四
三
議
席
）
、
民
主
党
（
＝
一
一
議
席
）
、
国
民
協
同
党
（
二
九
議
席
）
を
与
党
と
す
る
三
党
連
台
政
権
で
あ
っ
た
が
そ

の
議
席
占
有
率
は
六
二
・
九
％
（
二
九
三
議
席
）
で
典
型
的
な
過
大
規
模
連
合
政
権
で
あ
っ
た
。
算
術
的
に
は
国
民
協
同
党
を
排
除
し
て

も
過
半
数
を
制
す
る
こ
と
が
で
ぎ
た
が
、
も
と
も
と
第
二
覚
で
あ
る
自
由
党
（
；
三
議
席
）
を
も
含
む
四
党
連
合
政
権
を
樹
立
し
よ
う

と
す
る
過
程
で
生
れ
た
内
閣
で
あ
る
た
め
に
、
国
民
協
同
党
の
排
除
は
政
治
的
に
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
革
新
ブ
ー
ム
に
の
っ

て
第
一
党
に
躍
進
し
た
社
会
党
と
保
守
第
二
党
で
あ
る
民
主
党
の
連
合
な
ど
、
も
し
国
民
協
同
党
と
い
う
接
着
剤
が
な
け
れ
ぽ
、
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
と
し
て
、
こ
の
過
大
規
模
三
党
連
合
政
権
は
連
合
諸
党
間
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
距
離
の
大
き

さ
の
ゆ
え
に
、
ま
た
、
閣
僚
ポ
ス
ト
の
不
公
平
な
配
分
の
ゆ
え
に
（
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
社
会
党
の
左
派
を
冷
遇
し
た
）
、
政
局
運

営
に
何
度
も
行
き
詰
ま
っ
た
。

　
い
ま
一
つ
の
過
大
規
模
連
合
政
権
の
例
で
あ
る
第
三
次
吉
田
内
閣
は
、
民
自
党
と
民
主
党
連
立
派
（
犬
養
派
）
が
結
び
つ
い
て
成
立
し

た
。
い
わ
ゆ
る
「
な
れ
あ
い
解
散
」
で
民
自
党
は
解
散
時
の
一
五
二
議
席
か
ら
実
に
一
一
二
議
席
増
や
し
二
六
四
議
席
も
獲
得
し
た
。
戦

後
は
じ
め
て
、
単
独
で
過
半
数
議
席
を
制
し
た
政
党
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
民
自
党
と
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
単
独
政
権
を
目

指
し
た
の
で
あ
る
が
、
総
裁
吉
田
茂
は
保
守
に
よ
る
長
期
安
定
政
権
を
樹
立
し
よ
う
と
し
て
、
民
主
党
の
犬
養
総
裁
に
接
近
し
、
衆
・
参

合
わ
せ
て
四
一
名
を
数
え
る
民
主
党
連
立
派
（
民
主
党
の
全
議
席
数
は
六
九
）
の
切
り
崩
し
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
距

離
の
小
さ
い
隣
接
政
党
を
強
引
に
包
摂
し
よ
う
と
し
た
吉
田
茂
の
連
合
政
権
交
渉
は
、
「
民
主
党
の
分
裂
」
（
四
九
年
三
月
八
日
）
と
い
う

副
産
物
を
生
ん
だ
が
、
し
た
た
か
な
政
党
戦
略
家
と
し
て
の
彼
の
一
面
を
党
内
外
に
誇
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
以
後
、
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表2　戦後イタリアの政権

パ
ン
権
一
政
タ

⑤
⑧
⑧
⑧
⑤
⑤
⑤
⑩
⑩
⑤
⑩
⑤
⑤
⑤
⑦
⑤
⑧
⑧
⑧
⑤
⑧
⑤
⑧
⑧
⑤
⑩
⑧
⑧
⑩
⑤
⑤
⑤
⑩
⑧
⑧
⑧
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
．
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P

数
一
席
率
議
有
党
占
与
一粥

鯛
謝
謝
㎝
髄
脳
認
謝
謝
四
四
認
鋤
確
認
謝
溜
劉
認
鳴
邸
．
鵬
師
照
照
銅
甲
州
躍
甲
州
鋸
露
照
照
施
施
施
鋸
邸
鋸
飾
礁
照
準
甲
州
開
田
雅
脳
耶
川
州
蜘
0
6
　
4
　
3
6
　
6
6
　
9
　
9
6
　
9
　
7
　
7
7
0
6
8
8
　
8
6
6
　
6
6
　
6
　
6
1
　
7
5
　
8
6
6
6
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78



党
運
営
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
完
全
に
掌
握
し
、

権
史
し
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

磐
石
の
ワ
ン
マ
ン
体
制
を
築
き
上
げ
て
い
く
の
で
あ
る
（
詳
し
く
は
「
戦
後
日
本
の
連
合
政

政党政治と政権パターン

　
▽
イ
タ
リ
ア
の
連
合
政
権

　
頻
繁
な
政
権
交
代

　
イ
タ
リ
ア
政
党
政
治
の
最
も
顕
著
な
特
徴
は
、
連
合
政
権
の
定
着
と
頻
繁
な
政
権
交
代
劇
で
あ
る
。
一
九
四
七
年
五
月
に
誕
生
し
た
デ

・
ガ
ス
ペ
リ
第
四
次
政
権
か
ら
八
一
年
六
月
の
ス
パ
ド
リ
ー
二
政
権
ま
で
の
三
四
年
間
に
実
に
三
六
の
内
閣
が
イ
タ
リ
ア
政
治
に
登
場
し

た
（
表
2
参
照
）
。
し
か
も
、
そ
の
政
権
構
成
法
は
極
め
て
多
彩
で
あ
り
、
「
政
権
パ
タ
ー
ン
の
見
本
市
」
と
も
表
現
で
き
る
ほ
ど
で
あ
る
。

大
連
合
も
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
る
（
表
2
参
照
）
。
デ
・
ガ
ス
ペ
リ
の
第
五
次
、
第
六
次
、
第
七
次
内
閣
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
当
時
、

キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
は
単
独
で
三
〇
五
議
席
（
議
席
占
有
率
五
三
・
一
％
）
を
確
保
し
て
い
た
が
、
連
合
政
権
を
求
め
た
。
第
一
次
か
ら

第
三
次
ま
で
の
モ
ロ
政
権
、
第
一
次
と
第
三
次
、
第
四
次
、
第
五
次
の
ル
モ
ー
ル
政
権
、
コ
ロ
ン
ボ
政
権
は
、
純
粋
に
他
党
の
政
権
参
加

を
必
要
と
す
る
状
況
で
の
過
大
規
模
連
合
政
権
で
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
で
は
戦
後
に
誕
生
し
た
内
閣
の
約
三
分
の
一
が
過
大
規
模
連
合
政

権
で
あ
っ
た
。

　
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
h
万
年
与
党

　
政
権
パ
タ
ー
ン
の
多
様
性
を
見
る
と
、
イ
タ
リ
ア
に
は
政
権
形
成
の
ル
ー
ル
が
欠
如
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、

驚
く
ほ
ど
の
一
貫
性
、
継
続
性
も
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
戦
後
誕
生
し
た
す
べ
て
の
政
権
は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
D
C
を
中
心
に
形

成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
戦
後
イ
タ
リ
ア
の
政
権
は
、
ω
閣
外
協
力
を
と
り
つ
け
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
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の
単
独
政
権
か
、
㈹
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
を
基
軸
に
し
た
フ
ォ
ー
マ
ル
な
連
合
政
権
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

　
表
2
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
で
は
政
権
担
当
の
機
会
が
特
定
の
政
党
（
群
）
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

多
極
性
、
㈹
分
極
化
、
圃
遠
心
的
競
合
、
を
主
た
る
特
徴
と
す
る
く
分
極
的
多
党
制
V
に
つ
き
も
の
の
現
象
で
あ
る
。
一
定
の
政
治
的
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
上
に
数
多
く
の
心
覚
が
存
在
す
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
市
場
は
過
密
化
す
る
。
各
党
ば
左
右
の
隣
接

政
党
と
の
思
想
的
相
違
点
を
強
調
し
て
選
挙
市
場
に
臨
み
、
求
票
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
思
想
的
純
度
を
無
視
し
た
ト
ロ
ー
ル

漁
法
型
政
党
へ
の
脱
皮
に
は
大
き
な
リ
ス
ク
が
伴
な
う
。
万
］
失
敗
し
た
場
合
に
は
、
核
と
な
る
支
持
基
盤
す
ら
平
な
う
恐
れ
が
あ
る
。

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
空
間
の
拡
大
を
伴
な
う
過
密
化
は
、
一
方
で
、
社
会
的
緊
張
を
拡
幅
し
、
そ
の
一
方
で
無
責
任
政
党
を
生
む
傾
向
が
あ
る
。

選
挙
過
程
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
過
剰
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
選
挙
で
の
く
政
党
イ
メ
ー
ジ
〉
を
政
権
担
当
に
伴
な
う
く
政
治
責
任
V
に
一

致
・
整
合
さ
ぜ
る
こ
と
が
そ
れ
だ
け
困
難
に
な
る
。
政
党
は
、
選
挙
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
思
想
の
無
謬
性
と
妥
協
の
排
除
を
強
調
し
な
が
ら
、

政
権
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
連
合
政
治
の
必
要
経
費
と
し
て
妥
協
工
作
に
没
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
左
右
両
極
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
政
党
は
こ
の

デ
ィ
レ
ン
マ
に
苦
悩
す
る
。
支
持
者
か
ら
の
コ
畏
切
り
L
論
に
直
面
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
中
間
の
プ
ラ
グ
マ
テ

ィ
ズ
ム
指
向
政
党
に
と
っ
て
は
、
こ
の
デ
ィ
レ
ン
マ
は
さ
ほ
ど
負
担
に
な
ら
な
い
。
支
持
者
が
思
想
的
純
度
よ
り
も
政
権
の
果
実
を
優
先

さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
隣
接
政
党
と
の
懸
隔
を
架
橋
す
る
こ
と
に
も
心
理
的
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
く
て
済
む
。
か
く
し

て
、
政
権
担
当
の
実
際
的
機
会
は
、
こ
の
デ
ィ
レ
ン
マ
が
小
さ
い
政
党
、
つ
ま
り
、
中
間
政
党
と
そ
の
隣
接
政
党
（
中
道
右
派
連
合
政
権

・
中
道
左
派
連
合
政
権
）
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
左
右
両
極
の
政
党
は
長
期
に
わ
た
っ
て
政
権
か
ら
疎
外
さ
れ
る
う

ち
に
、
一
層
反
体
制
色
を
強
め
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
種
の
政
党
が
政
権
を
射
程
距
離
に
収
め
る
た
め
に
は
、
思
想
と
行
動
の
両
面
で

歴
史
的
大
転
換
を
遂
げ
、
党
の
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
そ
の
正
当
化
に
投
入
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
道
右
派
か
ら
中
道
左
派
ま
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政党政治と政権パターン

で
の
広
が
り
の
中
で
展
開
さ
れ
て
き
た
戦
後
イ
タ
リ
ア
の
連
合
政
治
が
左
右
交
代
型
連
合
政
治
に
置
き
換
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
ユ
ー

ロ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
旗
手
ベ
ル
リ
ン
グ
ェ
ル
の
政
治
的
力
量
と
政
権
参
加
経
験
を
持
つ
社
会
党
の
対
応
に
よ
っ
て
決
ま
る
で
あ
ろ
う
。

　
混
乱
の
中
の
継
続
性

　
高
頻
度
の
政
権
交
代
劇
は
、
一
般
に
は
、
政
局
混
迷
に
つ
な
が
る
不
安
定
の
徴
候
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
頻
繁
な
政
権
交
代
は
政
策
の

一
貫
性
を
損
い
、
政
治
的
空
白
は
責
任
政
治
に
害
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
表
面
的
な
印
象
と
は
対
照
的
に
、

イ
タ
リ
ア
の
政
変
病
に
は
際
立
っ
た
継
続
性
と
エ
レ
ガ
ン
ス
が
う
か
が
え
る
。
何
度
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
て
も
出
て
く
る
カ
ー
ド
は
同
じ
で
あ

る
。
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
が
出
て
こ
な
い
こ
と
は
戦
後
一
度
も
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
戦
後
の
西
ド
イ
ツ
や
日
本
よ
り
も
継
続
性

は
強
い
。
む
し
ろ
、
一
九
三
二
年
か
ら
七
六
年
ま
で
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
似
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
出
て
く
る
カ
ー
ド
が
同
じ
な
の
は
政

党
だ
け
で
は
な
い
、
政
治
家
も
そ
う
で
あ
る
。
何
度
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
て
も
大
臣
常
連
組
が
顔
を
出
し
て
く
る
。
例
え
ば
、
モ
ロ
は
首
相

を
五
回
、
閣
僚
を
一
四
回
経
験
し
て
い
る
。
ア
ン
ド
レ
オ
ッ
チ
は
首
相
四
回
、
閣
僚
実
に
一
九
回
。
首
相
の
記
録
で
は
デ
・
ガ
ス
ペ
リ
八

回
、
ル
モ
ー
ル
五
回
な
ど
。
閣
僚
記
録
で
は
コ
ロ
ン
ボ
ニ
ニ
回
な
ど
。
西
側
諸
国
で
は
珍
ら
し
い
現
象
で
あ
る
。
短
命
大
臣
を
大
量
生
産

す
る
日
本
と
あ
る
意
味
で
非
常
に
似
て
い
る
。

　
ま
た
、
シ
ャ
ッ
フ
ル
の
ス
タ
イ
ル
は
非
常
に
エ
レ
ガ
ン
ト
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
政
権
は
、
内
閣
不
信
任
決
議
を
つ
き
つ
け
ら
れ
て
崩

壊
す
る
の
で
は
な
い
。
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
が
醸
し
出
す
「
同
席
拒
否
」
気
配
を
察
し
て
、
ま
た
、
議
会
内
に
漂
う
「
政
権
解
消
」
待
望
気

運
を
察
知
し
て
、
事
前
に
、
自
ら
辞
職
す
る
の
で
あ
る
。
内
閣
不
信
任
案
を
乱
発
し
て
、
議
場
を
怒
号
と
対
決
の
巷
と
化
す
こ
と
は
な

い
。
ま
た
、
政
権
の
座
に
恋
慕
す
る
権
力
渇
望
者
が
強
引
な
「
引
き
ず
り
降
し
」
と
醜
悪
な
「
し
が
み
つ
き
」
劇
を
演
じ
る
こ
と
も
な

い
噛
。
こ
う
し
た
エ
レ
ガ
ン
ス
は
頻
繁
な
政
権
交
代
を
伴
な
う
連
合
政
治
シ
ス
テ
ム
が
過
去
の
経
験
か
ら
体
得
し
た
生
活
の
知
恵
で
あ
る
か
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も
し
れ
な
い
。
フ
ォ
ー
マ
ル
で
あ
れ
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
で
あ
れ
、
す
べ
て
の
政
党
は
潜
在
的
な
次
期
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
の
で
、
政

党
間
関
係
の
復
元
力
を
完
全
に
封
殺
し
て
し
ま
う
よ
う
な
行
動
を
慎
重
に
回
避
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
閣
外
協
力
を
前
提
と
し
た
単
独

少
数
党
政
権
と
フ
ォ
ー
マ
ル
な
過
大
規
模
連
合
政
権
の
多
発
性
が
こ
れ
を
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
　
「
高
頻
度
の

政
権
交
代
の
中
で
の
奇
妙
な
継
続
性
」
が
イ
タ
リ
ア
連
合
政
治
の
個
性
で
あ
る
。

　
ス
パ
ド
リ
ー
二
連
合
政
権
1
1
伝
統
か
ら
の
逸
脱

　
一
九
八
一
年
六
月
二
八
日
に
誕
生
し
た
ス
パ
ド
リ
ー
二
政
権
は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
に
よ
る
「
首
相
の
座
独
占
」
に
終
止
符
を
打
っ

た
と
い
う
意
味
で
は
、
伝
統
を
小
規
模
修
正
し
た
画
期
的
な
政
権
で
あ
る
。
一
九
四
六
年
に
イ
タ
リ
ア
共
和
国
が
発
足
し
て
以
来
、
首
相

の
座
を
独
占
し
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
は
、
秘
密
結
社
P
2
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
事
件
で
フ
ォ
ル
ラ
ー
二
政
権
が
崩
壊
し
た
後
も
、
約
二

週
間
に
わ
た
っ
て
第
二
次
政
権
の
組
閣
工
作
を
展
開
し
た
が
、
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
社
会
、
共
和
両
党
が
フ
ォ
ル
ラ
ー
二
首
班
論

を
拒
否
し
た
た
め
、
政
権
独
占
記
録
の
更
新
を
断
念
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
「
小
さ
な
党
（
共
和
党
）
の
大
き
な
書
記
長
」
と
称
さ
れ
る
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ス
パ
ド
リ
ー
二
（
五
六
才
）
は
、
大
学
教
授
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
を
経
て
政
界
に
投
じ
、
政
界
進
出
後
方
か
九
年
で
首
相
の
座
を
手
に
し
た
。
し
か
も
、
得
票
率
三
％
、
下
院
議
席
数
一
六
と
い

う
超
小
型
政
党
（
下
院
第
七
党
）
を
率
い
て
で
あ
る
。
首
相
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
（
二
六
二
議
席
）
、
社
会
党
（
六
二
議
席
）
、
社
会
民

主
党
（
二
〇
議
席
）
、
共
和
党
（
一
六
議
席
）
、
自
由
党
（
九
議
席
）
の
五
玉
か
ら
な
る
中
道
左
派
・
過
大
規
模
連
合
政
権
を
形
成
し
た
（
合

計
議
席
数
三
六
九
、
議
席
占
有
率
五
八
・
六
％
）
。
閣
僚
ポ
ス
ト
（
計
二
七
）
の
配
分
に
あ
た
っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
に
大
蔵
、
外

務
、
内
務
の
重
要
ポ
ス
ト
を
含
む
一
五
ポ
ス
ト
を
与
え
、
伝
統
か
ら
の
大
幅
逸
脱
を
慎
重
に
回
避
し
た
（
社
会
党
七
、
社
会
民
主
党
三
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

共
和
党
一
、
自
由
党
一
）
。
秘
密
結
社
P
2
メ
ン
バ
ー
の
大
半
が
自
党
の
党
員
で
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
政
権
独
占
阻
止
を
求
め
る
世
論
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（
5
）

が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
配
慮
し
た
結
果
、
「
犠
牲
の
精
神
」
で
ス
パ
ド
リ
ー
二
首
相
へ
の
協
力
を
表
明
し
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主

党
が
、
こ
の
政
権
の
運
命
を
握
っ
て
い
る
こ
と
を
誰
よ
り
も
首
相
自
身
が
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
ユ
ー
ロ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
ー
1
伝
統
へ
の
挑
戦

　
デ
イ
・
パ
ル
マ
O
葺
ω
o
寒
o
U
一
℃
巴
ヨ
9
は
〈
極
端
な
多
党
制
〉
を
母
胎
に
し
た
イ
タ
リ
ア
連
合
政
治
を
次
の
よ
う
に
性
格
描
写
し

　
　
（
6
）

て
い
る
。

　
ω
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
連
合
t
政
党
数
が
多
い
た
め
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
市
場
が
過
密
化
す
る
。
各
党
は
生
き
残
こ
る
た
め
に
党
の
存
亡

を
か
け
て
自
己
主
張
合
戦
を
展
開
す
る
（
思
想
的
純
度
の
維
持
・
向
上
）
。
連
合
形
成
レ
ヴ
ェ
ル
に
も
当
然
そ
れ
が
持
ち
込
ま
れ
る
。

　
㈹
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
連
合
一
連
合
形
成
は
〈
親
体
制
度
〉
を
判
別
基
準
に
し
て
減
算
方
式
で
進
め
ら
れ
る
。
反
体
制
政
党
の
進
出
に
対

抗
す
る
必
要
性
、
つ
ま
り
シ
ス
テ
ム
維
持
と
い
う
目
的
で
共
働
で
き
る
政
党
が
連
合
を
形
成
す
る
。
極
言
す
れ
ば
、
思
想
的
一
致
や
共
同

綱
領
よ
り
も
〈
反
・
反
体
制
政
党
〉
の
姿
勢
が
、
連
合
形
成
の
条
件
と
し
て
優
先
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
政
権
担
当
の
実
算
的
可
能
性
は

中
道
諸
党
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
面
包
囲
さ
れ
た
連
合
一
巨
大
で
活
発
な
野
党
勢
力
に
包
囲
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
連
合
政
権
に
と
っ
て
主
要
な
敵
は
共
産
党
で
あ

る
。
包
囲
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
時
に
は
、
不
決
断
と
閣
内
不
統
一
が
連
合
政
権
に
の
し
か
か
る
。
中
道
諸
党
は
共
産
主
義
の
亡
霊
を
巧

妙
に
活
用
し
て
選
挙
戦
に
臨
む
。
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
は
自
ら
を
リ
ベ
ラ
ル
と
称
し
て
、
選
挙
を
体
制
選
択
の
場
に
転
換
す
る
。

　
働
無
責
任
な
連
合
一
中
道
政
権
以
外
に
有
効
な
選
択
肢
が
な
い
た
め
、
万
年
与
党
の
地
位
を
保
証
さ
れ
た
中
道
諸
山
が
活
性
を
失
な

い
、
無
責
任
政
党
化
し
易
い
。
特
に
、
連
合
ゲ
ー
ム
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
傾
向
に
あ
る
弱
少
政
党
が
無
責
任
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
多

い
。
ま
た
、
左
右
間
の
真
の
政
権
交
代
が
欠
如
し
て
い
る
た
め
、
有
権
者
も
無
関
心
に
な
り
易
い
。
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擬
似
政
権
交
代
を
高
頻
度
で
繰
り
返
す
イ
タ
リ
ア
連
合
政
治
を
変
動
の
波
に
乗
せ
る
真
の
力
は
ス
パ
ド
リ
ー
二
で
は
な
く
、
ベ
ル
リ
ン

グ
ェ
ル
書
記
長
と
彼
が
率
い
る
共
産
党
の
行
動
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
ア
ン
ド
レ
オ
ッ
チ
政
権
に
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
支
持
を
与
え
、
そ
の

ペ
イ
・
オ
フ
と
し
て
党
史
上
初
め
て
下
院
議
長
の
ポ
ス
ト
を
手
に
し
た
時
、
共
産
党
は
「
包
囲
す
る
政
党
」
か
ら
「
政
権
へ
の
距
離
」
を

強
調
す
る
政
党
へ
の
積
極
的
離
脱
を
選
択
し
た
。
今
日
で
は
既
に
、
争
わ
れ
ざ
る
最
大
の
野
党
と
し
て
、
政
権
の
運
命
を
左
右
す
る
だ
け

の
力
量
（
威
嚇
力
）
を
持
っ
て
い
る
。

　
ス
パ
ド
リ
ー
二
政
権
の
出
現
に
際
し
て
、
共
産
党
は
「
野
党
の
立
場
を
貫
く
」
と
し
な
が
ら
も
、
政
局
の
変
化
を
「
左
翼
政
権
へ
の
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

一
段
階
」
と
好
意
的
に
評
価
し
、
是
々
非
々
の
立
場
で
臨
む
と
表
明
し
た
。
だ
が
、
左
右
交
代
型
連
合
政
治
へ
の
移
行
を
実
現
す
る
に

は
、
今
な
お
、
時
間
が
か
か
る
で
あ
ろ
う
。
〈
反
・
反
体
制
政
党
〉
問
の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
連
合
と
い
う
イ
タ
リ
ア
連
合
政
治
の
伝
統
に
ク

サ
ビ
を
打
ち
込
め
る
か
ど
う
か
は
、
第
二
次
コ
シ
ー
が
内
閣
で
六
年
忌
り
に
政
権
参
加
し
て
以
来
、
厚
遇
さ
れ
て
い
る
社
会
党
（
第
二
次

コ
シ
ー
が
内
閣
で
九
ポ
ス
ト
、
フ
ォ
ル
ラ
ー
二
内
閣
で
七
ポ
ス
ト
、
ス
パ
ド
リ
ー
二
内
閣
で
七
ポ
ス
ト
）
と
の
連
合
ゲ
…
ム
が
、
最
終
的

に
は
、
重
要
と
な
ろ
う
。

　
P
⑨
《
救
国
・
挙
国
一
致
大
連
合
政
権
》

　
こ
れ
は
、
国
家
が
戦
争
や
経
済
的
大
不
況
な
ど
の
非
常
事
態
に
直
面
し
た
時
、
相
競
合
し
て
い
る
政
党
が
一
時
的
に
政
治
休
戦
し
、
諸

党
派
が
］
致
・
連
合
し
て
政
権
を
担
当
す
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
種
の
政
権
は
二
党
制
の
下
で
も
、
多
党
制
の
下
で
も
発
生
す
る
。

前
者
の
例
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
を
考
え
て
み
る
。
一
九
一
六
年
一
二
月
六
日
か
ら
一
九
年
一
〇
月
三
一
日
ま
で
続
い
た
ロ
イ
ド
ジ
ョ
ー
ジ
内

閣
は
第
一
次
世
界
大
戦
を
乗
り
切
る
た
め
の
戦
時
・
挙
国
一
致
連
合
政
権
で
あ
っ
た
。
四
〇
年
五
月
一
〇
日
に
成
立
し
、
四
五
年
五
月
二

三
日
ま
で
政
権
を
担
当
し
た
チ
ャ
ー
チ
ル
内
閣
は
大
戦
下
の
難
局
を
克
服
す
る
た
め
の
戦
時
・
挙
国
一
致
連
合
政
権
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
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戦
争
以
外
の
国
難
を
乗
り
切
る
た
め
に
樹
立
さ
れ
た
救
国
・
挙
国
一
致
連
合
政
権
の
例
と
し
て
は
、
三
一
年
八
月
二
四
日
か
ら
三
五
年

六
月
七
日
ま
で
続
い
た
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
内
閣
が
あ
る
。
こ
の
内
閣
の
課
題
は
世
界
恐
慌
か
ら
母
国
イ
ギ
リ
ス
を
救
い
出
す
こ
と
で
あ
っ

（
8
）

た
。　

多
党
制
下
の
例
と
し
て
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ハ
ン
ソ
ン
内
閣
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
内
閣
は
、
三
九
年
一
二
月
一
三
日
に
樹
立
さ
れ
、

四
五
年
七
月
三
一
日
ま
で
政
権
を
担
当
し
た
戦
時
・
挙
国
一
致
連
合
政
権
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
課
題
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
乗

り
切
り
で
あ
っ
た
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
三
二
年
五
月
二
六
日
に
成
立
し
た
斎
藤
実
内
閣
以
後
の
い
わ
ゆ
る
非
常
時
内
閣
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
斎
藤
実
は

政
党
・
軍
部
の
協
調
を
重
視
し
て
救
国
・
挙
国
一
致
連
合
政
権
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
採
用
し
た
が
、
軍
部
の
発
言
力
を
強
化
す
る
結
果
に

な
っ
た
。

　
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
国
家
の
非
常
事
態
を
前
提
に
し
て
は
じ
め
て
正
当
化
さ
れ
る
政
権
で
あ
る
た
め
、
政
権
樹
立
の
要
因
と
な
っ
た
国

難
が
何
ら
か
の
形
で
解
決
さ
れ
次
第
、
解
散
さ
れ
る
べ
き
性
格
の
政
権
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
国
難
の
継
続
を
主
張
し
て
こ
の
種
の
政
権

が
い
た
ず
ら
に
長
期
化
さ
れ
た
り
、
居
坐
り
工
作
を
策
す
れ
ば
、
　
「
複
数
の
部
分
間
の
競
合
」
を
前
提
と
す
る
政
党
政
治
の
精
神
は
死
滅

す
る
で
あ
ろ
う
。
戦
時
・
挙
国
一
致
連
合
政
権
の
解
消
と
総
選
挙
の
時
期
を
め
ぐ
っ
て
、
チ
ャ
ー
チ
ル
、
シ
ン
ク
レ
ア
、
ア
ト
リ
ー
、
ベ

ヴ
ァ
ン
、
モ
リ
ソ
ン
ら
の
間
で
展
開
さ
れ
た
政
治
的
駆
引
き
は
興
味
深
い
（
D
・
バ
ト
ラ
ー
編
『
イ
ギ
リ
ス
連
合
政
治
へ
の
潮
流
』
東
大

出
版
会
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

　
F
過
小
規
模
連
合
政
権
－
P
⑩

　
こ
の
政
権
は
、
二
つ
以
上
の
政
党
が
連
合
し
て
も
、
な
お
か
つ
信
頼
で
き
る
議
会
内
過
半
数
議
席
を
確
保
で
ぎ
な
い
連
合
政
権
で
あ
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り
、
連
合
少
数
派
政
権
と
も
表
現
で
き
ょ
う
。
つ
ま
り
、
議
会
内
で
過
半
数
支
持
勢
力
を
確
保
す
る
上
で
く
必
要
な
党
V
を
閣
内
に
含
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

で
い
な
い
政
権
で
あ
る
（
連
合
形
成
地
位
が
、
〈
竃
≦
O
で
あ
る
政
権
）
。
最
小
勝
利
資
格
（
耳
芝
O
）
を
持
つ
連
合
を
形
成
す
る
た
め

に
閣
内
に
取
り
込
む
必
要
の
あ
る
政
党
の
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
ま
た
、
そ
の
く
必
要
な
党
∀
の
規
模
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ど
、
最
小
勝
利
地
位
か
ら
の
逸
脱
は
そ
れ
だ
け
大
き
く
な
る
。

　
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
単
独
・
少
数
党
政
権
（
P
⑤
、
P
⑥
）
に
劣
ら
ず
、
今
日
の
議
会
政
治
の
一
般
的
ル
ー
ル
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
。
こ

の
政
権
の
決
定
的
特
質
は
政
権
の
運
命
を
ほ
ぼ
完
全
に
他
に
委
ね
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
内
閣
が
負
う
べ
き
責
任
を
進
ん
で
引
き
継
ぐ
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

思
を
持
っ
た
、
よ
り
大
き
な
連
合
が
登
場
す
れ
ぽ
、
政
権
は
そ
の
時
点
で
自
動
的
に
崩
壊
す
る
。

　
ま
た
、
内
閣
不
信
任
案
が
提
出
さ
れ
た
ら
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
、
成
立
す
る
可
能
性
が
非
常
に
大
き
い
の
で
、
内
閣
は
常
に

辞
表
を
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
政
局
運
用
に
当
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
党
が
連
合
ゲ
ー
ム
の
中
で
、
こ
の
タ
イ
プ
の
政
権
を
可
能

な
限
り
回
避
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
そ
の
構
造
的
脆
弱
性
を
熟
知
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ω
閣
僚
ポ
ス
ト
の
配
分
に
関
す
る
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
問
の
不
満
は
少
な
い
。
ど
の
連
合
与
党
も
得
票
率
を
上
回
る
ポ
ス
ト
に
恵
ま
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
権
力
指
向
の
強
い
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
政
党
が
野
党
に
な
っ
て
い
る
時
に
は
、
そ
の
党
が
「
政
権
か
ら
の
排
除
」

を
理
由
に
、
内
閣
を
こ
と
あ
る
毎
に
威
嚇
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
㈹
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
距
離
は
（
一
般
に
）
小
さ
く
な
る
の
で
、
政
権
の
思
想
的
凝
集
力
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
だ

が
、
そ
れ
は
、
（
必
然
的
に
）
野
党
と
の
政
策
距
離
を
大
き
く
す
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
純
度
を
保
持
し
よ
う
と
す
れ
ぽ
、
重
要
法
案
の
提

出
を
差
し
控
え
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
し
、
項
末
な
政
策
領
域
で
あ
っ
て
も
、
成
立
を
期
す
の
で
あ
れ
ぽ
、
政
策
案
件
ご
と
に
野
党
を
一
本

ヅ
り
す
る
努
力
を
怠
れ
な
い
。
野
党
は
大
き
な
威
嚇
力
を
背
景
に
政
府
か
ら
の
一
方
的
譲
歩
を
要
求
す
る
で
あ
ろ
う
。
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価
野
党
に
大
き
な
威
嚇
力
を
与
え
る
た
め
に
、
議
会
運
営
、
政
権
運
営
は
常
に
行
き
詰
ま
り
の
危
機
に
直
面
す
る
。
政
権
レ
ヴ
ェ
ル
で

は
、
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
問
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
距
離
が
小
さ
い
た
め
、
合
意
の
形
成
は
簡
単
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
議
会
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
く
政

党
間
政
治
〉
が
過
度
に
過
熱
す
る
た
め
、
合
意
形
成
が
非
常
に
困
難
に
な
る
。
法
案
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
政
府
が
譲
歩
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
相
次
ぐ
譲
歩
は
「
原
理
の
腐
食
」
を
引
き
起
し
、
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
の
欲
求
不
満
を
拡
大
す
る
。
卓
抜
の
政
党
戦
略
家
で

も
い
な
い
限
り
、
こ
の
欲
求
不
満
は
確
実
に
爆
発
す
る
で
あ
ろ
う
。

図3：第3次フェルディン政権（198L5～）
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　　Cp＝中央党，　MS＝穏健統一党

　
構
造
的
脆
弱
性
を
持
つ
こ
の
種
の
政
権
は
、
現
実
の
政
治
の
世
界
に
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
少
数
党
政
権
の
伝
統
が
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も
こ
の
タ
イ
プ
の
連

合
政
権
は
戦
後
一
度
し
か
経
験
し
て
い
な
い
。
一
九
八
一
年
五
月
八
日
に
成
立

し
た
第
三
次
フ
ェ
ル
デ
ィ
ン
政
権
が
そ
れ
で
あ
る
。
七
九
年
選
挙
で
一
議
席
差

と
い
う
僅
差
で
社
会
主
義
ブ
ロ
ッ
ク
（
社
会
民
主
労
働
党
土
左
共
産
党
）
を
破

っ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
央
党
＋
国
民
党
＋
穏
健
統
一
党
）
は
七
六

年
に
続
い
て
フ
ェ
ル
デ
ィ
ン
（
第
二
次
）
首
班
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
三
党
連
合
政
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

を
形
成
し
た
（
閣
僚
配
分
、
穏
健
統
一
党
八
、
中
央
党
七
、
国
民
党
五
）
。
だ

が
、
こ
の
最
小
勝
利
連
合
政
権
は
、
累
進
課
税
率
引
下
げ
を
骨
子
と
す
る
税
制

改
革
問
題
で
閣
内
不
統
一
を
露
呈
し
、
二
年
後
に
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
中
道

二
党
（
中
央
党
、
国
民
党
）
が
閣
内
の
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
政
策
距
離
で
は

な
く
、
閣
外
に
い
る
社
民
党
と
の
政
策
距
離
を
短
縮
し
ょ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
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表4：政権のパターン

A　単独・独 P①一党制下の単・独・独占型政権
墨型政権 （i）　全体主義一党制下の単独・独占

型政権
（ii）権威主義一党制下の単独・独占

型政権
（iii）プラグマティックー党制下の単

独・独占型政権
P②ヘゲモニー政党制下の単独・独占型政権

．単独

ｭ権

｛（i）イデオロギー指向ヘゲモニー政　　　党制下の単独・独占型政権（ii）プラグマティズム指向ヘゲモニ

一政党制下の単独’・独占型政権

B　単独・過 P③政権交代型・単独過半数政権（二党制下）
半数政権 p④…党支配型・単独過半数政権

（一党優位政党制下）

C　単独・少 P⑤相対多数政党（第一党）による単独少数
数党政権 党政権

P⑥第二党以下の政党による単独少数党政権
（純・少数党政権）

D　最小勝利 P⑦最小勝利連合政権
連合政権

E　過大規模 P⑧平時・大連合政権
連合 連合政権 P⑨救国・挙国…致連合政権
政権 F　過小規模 P⑩過小規模連合政権

連合政権
（連合少数派政権）

る
。
フ
ェ
ル
デ
ィ
ン
首
相
は
穏
健
統
一
党
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
8

放
逐
し
て
三
党
連
合
を
解
消
し
た
後
、
空
白

に
な
っ
た
閣
僚
ポ
ス
ト
を
中
央
党
、
国
民
党

で
埋
め
、
過
小
規
模
連
合
政
権
の
樹
立
に
踏

　
　
（
1
3
）

み
切
っ
た
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
フ
ェ
ル
デ

イ
ン
首
相
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
政
策
後

見
人
（
社
民
党
）
の
支
持
を
党
首
間
電
話
会

談
で
と
り
つ
け
た
。
こ
の
政
権
は
、
第
一
党

・
第
二
党
を
野
党
に
回
し
た
、
三
・
四
位
連

合
政
権
で
、
合
計
議
席
数
一
〇
二
、
議
席
占

有
率
二
九
・
二
％
の
典
型
的
な
（
第
一
党
が

閣
内
に
い
な
い
と
い
う
意
味
で
は
変
則
的

な
）
過
小
規
模
連
合
政
権
で
あ
る
（
閣
僚
配

分
、
中
央
党
一
〇
、
国
民
党
七
、
無
党
派

一
）
。

「
政
権
パ
タ
ー
ン
の
見
本
市
」
で
あ
る
イ

タ
リ
ア
に
は
、
予
想
通
り
、
い
く
つ
か
の
実
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例
か
あ
る
。
シ
ェ
ル
パ
政
権
（
五
四
年
）
、
第
一
次
セ
ニ
政
権
（
五
五
年
）
、
第
二
次
ア
ソ
ド
レ
オ
ッ
チ
政
権
（
七
二
年
）
、
第
二
次
フ
ァ

ン
フ
ァ
ー
ニ
政
権
（
五
八
年
）
、
第
四
次
モ
ロ
政
権
（
七
四
年
）
、
第
一
次
コ
シ
ー
が
政
権
（
七
九
年
）
の
六
つ
で
あ
る
。
前
三
者
は
、
与

党
の
議
席
占
有
率
が
ち
ょ
う
ど
五
〇
％
で
、
最
小
勝
利
連
合
政
権
の
印
象
を
与
え
る
が
、
議
会
政
治
に
お
け
る
勝
利
の
最
低
条
件
は
「
五

〇
％
プ
ラ
ス
一
議
席
」
で
あ
る
の
で
、
本
質
的
に
は
過
小
規
模
連
合
政
権
に
類
別
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
タ
イ
プ
の
政
権
が
出
現
す
る
た
め
に
は
、
ω
政
策
後
見
人
と
し
て
政
権
を
背
後
か
ら
支
え
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
閣
外
協
力
者
が

存
在
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
ま
た
、
㈹
政
権
形
成
過
程
が
一
種
の
拒
否
権
ゲ
ー
ム
の
場
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
政
治
的
空
白
が
続
き
、

最
終
的
に
、
「
憲
政
の
常
道
」
に
従
っ
て
、
第
一
党
（
相
対
多
数
政
党
）
プ
ラ
ス
小
党
に
当
面
の
政
局
運
営
を
委
ね
よ
う
と
い
う
気
運
が

強
く
な
っ
た
時
、
㈹
各
党
が
前
政
権
党
の
既
得
権
を
認
め
て
、
次
期
選
挙
ま
で
の
打
倒
し
や
す
い
暫
定
政
権
と
し
て
過
小
規
模
連
合
政
権

を
も
拒
否
し
な
い
時
、
出
現
す
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
つ
な
ぎ
役
の
選
挙
管
理
内
閣
と
い
う
性
格
が
強
く
、
大
き
な
政
策
実
現
能
力
は
期
待
で
き
な
い
。
〈
数
の
論
理
V
が

支
配
す
る
国
や
、
少
数
党
政
権
の
伝
統
が
定
着
し
て
い
な
い
国
で
は
、
あ
ま
り
想
像
で
き
な
い
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
未
完
一

注
（
1
）
　
L
・
ド
ッ
ド
　
岡
沢
憲
芙
訳
『
連
合
政
権
考
証
』
政
治
広
報
セ
ン
タ
ー
　
一
九
七
七
年
　
五
八
頁
。

（
2
）
　
分
極
的
多
党
制
（
極
端
な
多
党
制
）
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
G
・
サ
ル
ト
ー
リ
　
岡
沢
・
川
野
訳
『
現
代
政
党
学
1
』
早
稲
田
大
学
出
版
部

　
　
一
九
八
○
年
　
二
二
七
～
二
九
〇
頁
。

、
（
3
）
　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
一
年
六
月
二
〇
日
号
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（
4
）
　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
一
年
六
月
二
九
日
号
。

（
5
）
　
『
読
売
新
聞
』
一
九
八
一
年
六
月
一
六
日
号
。

（
6
）
　
O
一
器
S
冨
】
思
℃
巴
欝
β
。
、
恥
ミ
嘩
㍉
ミ
篭
鴨
ミ
防
ぎ
ミ
O
ミ
ミ
ミ
醤
麟
q
巳
く
自
忽
q
o
h
O
巴
嬬
。
ヨ
ご
団
奉
。
。
ω
讐
一
ミ
S
も
塗
笠
①
「

（
7
）
　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
一
年
六
月
一
九
日
号
、
六
月
二
九
日
号
。

（
8
）
　
閣
僚
名
簿
に
つ
い
て
は
∪
餌
く
置
切
麦
δ
『
騨
雷
畠
〉
雷
昌
。
望
。
ヨ
9
P
切
、
ミ
。
。
》
℃
o
ミ
詩
ミ
、
亀
窪
9
」
◎
O
O
～
N
ミ
矯
・
日
。
コ
α
o
『
司
7
①
寓
餌
。
一

　
　
ヨ
＝
訂
口
ご
一
㊤
o
。
O
・

（
9
）
　
L
・
ド
ッ
ド
　
岡
沢
訳
　
前
掲
書
　
五
九
頁
。

（
1
0
）
　
L
・
ド
ッ
ド
　
岡
沢
訳
　
前
掲
書
　
五
九
頁
。

（
1
1
）
　
L
・
ド
ッ
ド
岡
沢
訳
前
掲
書
五
五
頁
。

（
1
2
）
　
岡
沢
憲
芙
「
フ
ェ
ル
デ
ィ
ソ
政
権
と
そ
の
楽
観
主
義
」
　
『
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
研
究
月
報
』
＜
o
ピ
H
『
Z
o
●
旨
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
研
究
所

　
　
一
九
七
九
年
。

（
1
3
）
　
岡
沢
憲
芙
「
〈
内
閣
危
機
V
と
フ
ェ
ル
デ
ィ
ン
首
相
の
選
択
」
　
『
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
研
究
月
報
』
＜
9
一
ω
9
Z
9
？
。
。
．
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社

　
　
会
研
究
所
　
　
一
九
八
一
年
。
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